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Dual Language: Japanese/English 

2020年 10月 2日 

メットライフ生命保険株式会社 

 

「老後を変える」全国 47 都道府県大調査 2020 
老後に対する備えの変化、新型コロナによる価値観の変化 

生活充実度に関するシニア層の傾向 
 

メットライフ生命保険株式会社（代表執行役 会長 社長 最高経営責任者 エリック・クラフェイン）は、全

国 47 都道府県の 20 歳～79 歳までの男女 14,100 人を対象に、「老後」に関する調査を実施し、その結

果をお知らせします。 

本調査は、2018年以降定点調査として実施しているもので、3回目となる 2020年は、特に「老後に対

する意識や備えの変化」「新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）拡大による価値観や意識の変

化」などに焦点をあて、年代間や男女間での傾向の違いと、４７都道府県別に結果をまとめました。 

 

当社は、誰もが明るく豊かな老後を思い描くことができるよう「老後を変える」 のテーマのもと、さまざ

まな取り組みを行っており、本調査はその一環として実施したものです。当社は、人生 100 年時代を迎

えるといわれる日本において、多様化し急速に変化するお客さまのニーズを深く理解して商品やサービ

スに生かしながら、よりたしかな未来に向けて継続的な責任を果たすことを目指しています。 

 

【URL】 https://jp.prv.metlife.com/content/dam/metlifecom/jp/corp/pdf/about/press/2020/201002.pdf 

 

＜全国版＞ 

1. 老後に対する意識とその変化 
⚫ 14,100 人のうち、8 割以上（83.5％）が自らの老後に不安を感じている。60～70 代のシニア層の不

安度は前年比で 4.8％高かった。 

⚫ 老後に対する不安要因は、お金や健康に加えて、全年代で「認知症」がトップ３に入った。60～70

代では「健康」「認知症」「自身の介護」「お金」の順となった。 

⚫ 新型コロナにより、老後不安が増えたと感じた方は約半数（48.7％）。不安要因は、「お金」「健康」

に次いで、20～30 代では「仕事・学業」、40～50 代では「両親の介護」、全年代平均では、「余暇の

過ごし方」が老後への不安要因 3位となった。 

⚫ 新型コロナにより、老後に対する考え方や価値観が変化したと回答した方が約 3 割（4,173 人）。年

代別では 60～70 代が 34.2％と最も高く、変化した内容は 60～70 代では「健康への気遣い」「生活

費の節約」「貯蓄意識の高まり」の順で、20～50 代では年代が若くなるほど「貯蓄意識の高まり」の

割合が高く、次いで「健康への気遣い」「生活費の節約」となった。 

 

2. 老後への備え 
⚫ 老後の備えとなる金融資産を「計画的に貯めている」「計画的ではないが少しずつ貯めている」と回

答した方は全体の 61.4％。2018年（54.2％）、2019年（56.4％）と割合が高くなる傾向が見られた。 

⚫ 2020 年は、前年比で「現在の保有金融資産額」がすべての年代で高くなった。「老後の備えに必要

な金融資産と自らが想定する金額」は、全体平均で 3,007万円（前年比+74万円）となり、特に 20代

と 60代以上で 200万円以上想定額が高い結果となった。 

⚫ 30 代以上の約 3 割以上が資産運用をしていると回答。今後、資産運用意向がある方は全体の

56.7％で、20～30代は約 7割が資産運用意向ありという結果。 

⚫ 新型コロナにより、資産運用意向が高まったと回答した方は、全体の約 2割（20.1％）。
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3. 生活充実度の高いシニア層の充実要因 

⚫ 60～70 代（4,816 人）に対し、「今のご自身の生活充実度は何点（自己採点）ですか」と聞いたとこ

ろ、平均が 68.7点。そのうち平均点を超える 70点以上の点数を付けた方は、「老後の備えとしての

金融資産と資産運用」「健康意識の高さと運動」「生きがい（趣味、人とのつながり）」の 3 項目にお

いて、行動を起こしている傾向が高い。 

 

＜47 都道府県版＞ 

調査の主要項目についてスコアの高かった都道府県は次の通りであった。 

⚫ 「老後に対する不安度」が高かったのは、福島県（92.6％）、石川県(88.7％)、北海道(88.5％)、秋田

県(87.6％)、栃木県(87.2％)。 

⚫ 「新型コロナにより老後不安が増えた」と感じた方が多かったのは、長崎県 (57.4％)、三重県

(56.0％)、岐阜県(55.6％)、福島県(53.9％)、大分県(53.8％)。 

⚫ 「資産運用実施率」が高いのは、東京都(39.6％)、神奈川県(37.7％)、兵庫県(37.2％)、茨城県

(35.5％)、京都府(35.2％)。 

⚫ 「資産運用意向」が高いのは、東京都 (65.3％ )、沖縄県 (63.5％)、神奈川県 (60.8％)、大阪府

(60.1％)、滋賀県(59.6％)。 

⚫ 「シニア層の生活充実度」が高いのは、千葉県(73.7％)、熊本県(73.2％)、宮崎県(73.2％)、岩手県

(72.7％)、石川県(72.4％)。 

以上 
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<添付> 

メットライフ生命  「老後を変える」 全国 47 都道府県大調査 

 

＜目次＞ 

調査結果 

 

＜全国版＞ 

１．老後に対する意識 

(1) 老後に対する不安度-----------------------------------------------P.4 

(2) 老後に対する不安要因---------------------------------------------P.4 

(3) 新型コロナによる老後不安の変化------------------------------------P.5 

(4) 新型コロナによる考え方や価値観の変化------------------------------P.6 

 

２． 老後の金融資産と資産運用 

(1) 老後の備え------------------------------------------------------P.7 

(2) 老後への資金準備意識とその変化の傾向----------------------------P.8 

(3) 資産運用について------------------------------------------------P.9 

(4) 新型コロナによる資産運用意向の変化-------------------------------P.9 

(5) 老後のために備えている金融資産-----------------------------------P.10 

(6) 金融機関、保険会社に求めること------------------------------------P.10 

 

３．  生活充実度に関するシニア層の傾向 

(1) 老後の備えとしての金融資産と資産運用------------------------------P.11 

(2) 健康意識と運動---------------------------------------------------P.12 

(3) 生きがい（趣味、人とのつながり）-------------------------------------P.12 

 

＜４７都道府県版＞-----------------------------------------------P.13,14 
 

 

 

調査概要 
1. 調査対象： 全国 47都道府県に在住 (調査実査時点) の 20歳～79歳の男女を、各都道府県で性・

年代別に各 30人ずつ（60歳～79歳は合算）合計 14,100人 

        2. 調査方法： インターネット調査 

        3. 調査数：    14,100人 

        4. 調査時期： 2020年 8月 8日（土）～8月 17日（月） 

 
※スコアは集計時に各都道府県の性年代の人口動態の構成比に合わせて、ウェイトバック集計を行っています。 

※集計データの構成比（％）は小数点第 2 位以下を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100％にならない場

合があります。 

※提示しているスコアについては、四捨五入の関係上、足し引きした場合に数値が増減する場合があります。 
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＜全国版＞ 
 
1. 老後に対する意識 
 
 （1）老後に対する不安度 

「自らの老後について不安を感じるか」と質問したところ、全体 (14,100人) の 8 割以上（83.5％）が「不安

がある・やや不安がある」と回答。年代別では、４０代が最も高い(89.7％)傾向が見られ、この傾向は

2018年と 2019年でも同様であった。また、前年比を見ると、60〜70代のシニア層の不安度が＋4.8％と

なり、他の年代より高い傾向が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）老後に対する不安要因 

老後に対する不安要因は、お金や健康に加えて、全年代で「認知症」がトップ３に入った。30代と 40代

でもお金や健康に次いで認知症が高く、前年と比較しても順位が高かった。60～70代では「健康」「認知

症」「自身の介護」「お金」の順となった。（表 2）。 

 

 

 

 

 
 

（表 1） 自らの老後について不安を感じるか 

 

（表 2） 老後に対する不安要因 （複数回答） 
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（3）新型コロナによる老後不安の変化       

「新型コロナによる影響で、老後不安に変化があったか」を聞くと、約半数が「不安が増えた」（48.7％）と

回答（表 3-1）。 

また、「新型コロナの影響で老後に対し新たに不安に感じること」を聞くと、お金や健康に次いで、20～30

代では「仕事・学業」が 3番目となり、40～50代では「両親の介護」が 3番目となった。全年代平均では、

「余暇の過ごし方」がお金と健康への不安に次いで高く、新型コロナによる影響で不安に感じる方が多

い傾向が見られた(表 3-2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 3-1） 新型コロナの影響による老後の不安の変化 

 

48.7 
50.1 

1.2 

増えた 変わらない 減った

（表 3-2） 新型コロナの影響で老後に新たに不安を感じること （複数回答） 

不安増 

48.7％ 
全体（n=14100） 
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（4）新型コロナによる老後への考え方や価値観の変化 

「新型コロナにより、老後に対する考え方や価値観に変化があったか」を聞いたところ、全年代平均では

約 3 割が「変化があった（29.6％）」と回答。年代別では 60～70 代が 34.2％と最も高い結果となった（表

4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変化があったと回答した方（4,173人）に、その変化の内容を聞くと、60～70代では「健康への気遣い」

次いで「生活費の節約」「貯蓄意識の高まり」という結果であった。20～50代では年代が若くなるほど

「貯蓄意識の高まり」が高い傾向が見られ、次いで「健康への気遣い」「生活費の節約」の順であった。 

20～40 代の傾向として「資産運用意向の高まり」が見られ、50～70 代の傾向としては「老後の過ごし方

をイメージするようになった」という結果であった。 

また、全年代の平均では、「自宅での趣味を持つ」が 4番目に高い結果となった。 

 
 

（表 5） 新型コロナの影響で、老後に対する考え方や価値観の変化の内容 （複数回答） 
  

  
 

 

 

貯蓄意識の高まり：老後に備えて、貯蓄しようと思った 

健康への気遣い：老後に備えて、健康に気を使うようになった 

生活費の節約：老後に備えて、生活費を倹約している 

（表 4） 新型コロナの影響による老後に対する考え方や価値観の変化  

 

 29.6 

26.1 

26.0 

27.3 

29.1 

34.2 

38.5 

40.6 

39.0 

41.8 

39.3 

35.3 

31.9 

33.2 

35.0 

30.9 

31.6 

30.5 

全体（n=14100）

20代（n=1859）

30代（n=2344）

40代（n=2762）

50代（n=2319）

60～70代（n=4816）

（％）

変化があった どちらともいえない 変化はなかった
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２．老後の金融資産と資産運用 
 

（1） 老後の備え                                                                

老後の備えとなる金融資産を「計画的に貯めている」「計画的ではないが少しずつ貯めている」と回答し

た方は全体の 61.4％。経年で見ると、2018 年（54.2％）、2019 年（56.4％）と割合が高くなっている。年代

別に見ると、全年代で 2018 年、2019 年と比べて高い傾向があり、特に 50 代では 2018 年比で 10％以

上高くなり、老後への備えの行動化が見られた (表 6)。 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（表 6）老後の備え 

 

※不動産・土地等の資産は除き、金融資産のみお答えください。 

※金融資産には生命保険・共済の保険商品も含めます。 
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（表 7-1） 

現在の保有金融資産額と、 

老後の備えに必要な金融資産と自らが想定する金額 

ギャップ/平均値 

（表 7-2） 

現在の保有金融資産額と、 

老後の備えに必要な金融資産と自らが想定する金額 

ギャップ/中央値 

（2）老後への資金準備意識とその変化の傾向 

20～70 代までのすべての年代において、「老後の備えに必要な金融資産と自らが想定する金額」と、

「現在の保有金融資産額」の差があり、年代や保有している金融資産額に関わらず、金融資産が不足し

ているという意識傾向があった（表 7-1は平均値、表 7-2は中央値）。 

2019 年の調査結果と比較すると、「現在の保有金融資産額」はどの年代も増えている。「老後の備えに

必要な金融資産と自らが想定する金額」は、20代と 60～70代は前年比で 200万円以上高く想定されて

おり、全体平均では 3,007万円（前年比＋74万円）という結果であった（表 7-3 平均値）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※金融資産のみで不動産、土地は除く 

※異常値は外して集計 

 

 

※金融資産のみで不動産、土地は除く 

※異常値は外して集計 

 

 

（表 7-3） 現在の保有金融資産額と、老後の備えに必要な金融資産と自らが想定する金額、ギャップ/平均値  

（2020 年対 2019 年比） 

※金融資産のみで不動産、土地は除く 

※異常値は外して集計 
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（3）資産運用について 

「資産運用をしている」と回答した方は、全体の 32.6％で、2018 年（28.1％）、2019 年（30.5％）と、実施し

ていると回答した方の割合が経年で増えている傾向が見られた。年代別では、30 代以上は約 3 割以上

が資産運用をしているという結果になった（表 8-1）。 

また、「今後の資産運用意向がある」（「したい」「ややしたい」）と回答した方は、全体の 56.7％で、年代

別では 20～30 代が約 7 割と高くなった（表 8-2）。特に、資産運用について「したい」、「ややしたい」と答

えた 20代は、2018年（49.0％）、2019年（ 59.7％）、2020年（67.2%）と過去 3年で大きく増えている。 

 

  

 

 

 

 

 

（4）新型コロナによる資産運用意向の変化 

 「新型コロナの影響で、資産運用意向が高まった」と回答した方

は、全体の約 2 割（20.1％）となった。年代別では 20～30 代が

30％以上で、他の年代より高かった（表 9）。 

 

 

 

 
 

  

（表 8-2） 今後の資産運用意向 

 
（表 8-1） 資産運用実施率  

 

（表 9） 新型コロナの影響で資

産運用意向が高まった 
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（5）老後のために備えている金融資産 

老後に備えている金融資産の種類は（表 10）、「預貯金」が 75.0％と最も高く、次いで「株式」（27.3％）、

「貯蓄性のある保険」（24.6％）、「投資信託・ETF」（22.4％）、「個人型確定拠出年金」（15.7％）の順となっ

た。 

（表 10） 老後の備えに利用している金融資産（複数回答）   

 

 

(6)金融機関、保険会社に求めること 

「老後の備えについて、金融機関（銀行、証券、保険）にどのようなことを求めるか」を聞いたところ、「わ

かりやすさ」が最も高く５1.6%、次いで「迅速な対応をしてくれる」「気軽に相談できる」が上位となった（表

11）。 

 

 

 

老後の備えとして必要な金額やその備え方は経済環境や個々人の状況によって異なるが、保有金融

資産額や資産運用実施率が増加しており、老後に備える行動を起こした方が増えている傾向が見られ

た。また、金融機関などの専門的な知識に基づくアドバイスを受けるなど、現状や自らに合った備え方を

知ることを望んでいる方が一定数いると考えられる。 

（表 11） 金融機関に求めること (複数回答) 上位 10 項目 
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３．生活充実度に関するシニア層の傾向 
60～70 代（4,816 人）に対し、「今のご自身の生活充実度は何点（自己採点）ですか」と聞いたところ、平

均が 68.7点であった。 

そのうち平均点を超える 70 点以上を付けた方の傾向を本調査結果から分析したところ、「老後の備えと

しての金融資産と資産運用」、「健康意識の高さと運動」、「生きがい（趣味、人とのつながり）」の 3 項目

において、行動を起こしている傾向が高かった。 

 

 

（1）老後の備えとしての金融資産と資産運用 

生活充実度が 70点以上のシニア層は、老後の備

えとしての金融資産を 69.5％が「貯めている」のに

対し、生活充実度 50 点未満のシニア層は 51.6％

となり、約 18％の差が見られた（表 12）。 

 

 

 

 

 

「現在の保有金融資産額」を見ると、生活充実度 70 点以上の方の平均値は 2,131 万円。50 点未満の

方が 1,286 万円となり、800 万円以上の差があった（表 13）。また、資産運用の実施率は、70 点以上の

シニアは 42.9％、生活充実度 50 点未満のシニア 30.6％で、10％以上の差があった（表 14）。生活充実

度が高いシニアほど、老後に向けて貯蓄があり、資産運用額も高い傾向がみられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 12） 老後の備えとしての金融資産 

（表 14） 資産運用状況 

 

（表 13） 老後の備えとして十分な金融資産と自ら想定している金額と現在の

保有金融資産額、差額/平均値 

38.9 

30.6 

31.4 

42.9 

17.3 

18.3 

16.8 

17.4 

43.8 

51.1 

51.8 

39.7 

6 0 〜 7 0 代 全 体

（ n = 4 8 1 6 ）

5 0 点 未 満

（ n = 4 6 7 ）

5 0 点 〜 6 0 点 台

（ n = 1 1 8 4 ）

7 0 点 以 上

（ n = 3 1 6 5 ）

（％）現在資産運用をしている

過去に資産運用をしていたが、現在はしていない

資産運用をしたことはない

64.8 

51.6 

57.4 

69.5 

35.2 

48.4 

42.6 

30.5 

60〜70代全体

（ n = 4 8 1 6 ）

5 0 点 未 満

（ n = 4 6 7 ）

50点〜60点台

（ n = 1 1 8 4 ）

7 0 点 以 上

（ n = 3 1 6 5 ）
（％）

貯めている 貯めていない

※金融資産のみで不動産、土地は除く 

※異常値は外して集計 
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（2）健康意識と運動 

生活充実度が 70 点以上のシニア層の方のうち、「健康について意識している」と回答した方が 48.9%で

あり、50 点未満のシニア層（41.0％）より高かった（表 15）。また、70 点以上のシニア層は、運動を「ほぼ

毎日する」と回答した方が 16.9％、「週１日以上する」と回答した方が 36.6％となり、50 点未満のシニア

層と比べて運動の頻度が高い傾向が見られた（表 16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）生きがい（趣味、人とのつながり） 

生活充実度が 70 点以上のシニア層は、趣味の数が平均 4.0 個で、50 点未満のシニア層の平均 2.8 個

より高い結果となった。また、「一生付き合える友人がいる」と回答した方は、70 点以上のシニア層では

65.7%で、50 点未満のシニア層（44.5％）と比べると 20％以上高かった（表 17）。趣味や人とのつながり

が、生活充実度を実感する行動の一つである傾向が見られる結果となった。 

 

（表 15） 健康意識の高さ 

 
46.1 

41.0 

40.8 

48.9 

47.0 
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49.4 

46.2 

6.1 

11.8 

9.0 
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0.8 

1.2 

0.7 

0.8 

6 0 〜 7 0 代 全 体

（ n = 4 8 1 6 ）

5 0 点 未 満

（ n = 4 6 7 ）

5 0 点 〜 6 0 点 台

（ n = 1 1 8 4 ）

7 0 点 以 上

（ n = 3 1 6 5 ）
（％）

意識している やや意識している あまり意識していない 意識していない

（表 16） 運動の頻度 
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13.0 
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33.6 

28.2 

27.8 

36.6 

3.6 

1.9 

5.1 

3.3 

3.4 

6.1 

3.1 

3.2 

44.1

54.0

51.1

40.0

6 0 〜 7 0 代 全 体

（ n = 4 8 1 6 ）

5 0 点 未 満

（ n = 4 6 7 ）

5 0 点 〜 6 0 点 台

（ n = 1 1 8 4 ）

7 0 点 以 上

（ n = 3 1 6 5 ）
（％）

ほぼ毎日 週1日以上 月2〜3日 月1日以下 運動しない

（表 17） 趣味の数、一生つき合える友人の有無 
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＜４７都道府県版＞ 

全国版で取り上げた主要項目に関し 47都道府県のうちスコアの高かった都道府県５つを取り上げる

と、以下の（表 18）の結果となった（全 47都道府県の結果は次ページ）。 

 

⚫ 「老後に対する不安度」が高かったのは、福島県（92.6％）、石川県(88.7％)、北海道(88.5％)、秋田

県(87.6％)、栃木県(87.2％)。 

⚫ 「新型コロナにより老後不安が増えた」と感じた方が多かったのは、長崎県 (57.4％)、三重県

(56.0％)、岐阜県(55.6％)、福島県(53.9％)、大分県(53.8％)。 

⚫ 「資産運用実施率」が高いのは、東京都(39.6％)、神奈川県(37.7％)、兵庫県(37.2％)、茨城県

(35.5％)、京都府(35.2％)。 

⚫ 「資産運用意向」が高いのは、東京都 (65.3％ )、沖縄県 (63.5％)、神奈川県 (60.8％)、大阪府

(60.1％)、滋賀県(59.6％)。 

⚫ 「シニア層の生活充実度」が高いのは、千葉県(73.7％)、熊本県(73.2％)、宮崎県(73.2％)、岩手県

(72.7％)、石川県(72.4％)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※差額の降順 

（表 18） 項目別 47 都道府県の傾向 

 

d 

※シニアの生活充実度は

60～70 代のデータのみ 

 

d 
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（表 19）調査主要項目に対する 47都道府県の結果 

※シニアの生活充実度は 60～70 代のデータのみ 

 

d 
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「老後を変える」取り組み 

当社は「老後を変える」というテーマのもと、健康で豊かな老後を過ごせること、また誰もが明るく豊かな

老後を思い描くことができることを目指しています。「老後を変える 全国47都道府県大調査」の実施、

産・官・学・民が連携し明るく豊かな人生100年時代に向けた議論を重ねる場づくりなど、さまざまな取り

組みをしています。https://www.metlife.co.jp/changerougo/about/ 

 
 

メットライフ生命について 

メットライフ生命は日本初の外資系生命保険会社として1973年に営業を開始し、現在は世界有数の生

命保険グループ会社、米国メットライフの日本法人としてお客さまに常に寄り添い、最適な保障を選ぶお

手伝いをしています。多様な販売チャネルを通じて、個人・法人のお客さまに対し幅広いリスクに対応で

きる、革新的な商品の提供に努めています。 

https://www.metlife.co.jp 

 

https://www.metlife.co.jp/changerougo/about/
https://www.metlife.co.jp/

